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大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月
１６
日
、
提
携
す
る
メ
ド
テ
ッ
ク
（
医
療
技
術
）
系
専
門
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
「M

edT
ech

A
ctuator

」と
合
同
で
、
医
療
分
野
の
課
題
解
決
に
挑
む
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の

世
界
大
会
の
決
勝
戦
を
大
阪
市
内
で
開
い
た
。
国
内
外
２１
カ
国
１
０
０
社
以
上
の
候
補
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
８
社
が

登
壇
。
大
阪
が
メ
ド
テ
ッ
ク
分
野
に
お
け
る
、
国
際
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
心
を
担
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
は

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
大
阪
都

心
南
部
と
泉
州
・
南
河
内
の

一
体
的
な
発
展
を
目
指
し
て

委
員
会
を
設
置
し
、
今
回
初

め
て
『
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
』を
企
画
し
た
。

泉
州
や
南
河
内
の
美
味
し
い

も
の
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

途
中
、
千
代
松
大
耕
泉
佐

野
市
長
や
西
野
修
平
河
内
長

野
市
長
が
乗
車
し
、
地
元
の

食
の
魅
力
を
語
っ
た
。
体
験

車
両
で
は
、
つ
ぼ
市
製
茶
本

舗
に
よ
る
お
点
前
体
験
や
、

御
菓
子
司
吉
乃
屋
松
原
に
よ

る
フ
ル
ー
ツ
大
福
づ
く
り
体

験
を
実
施
し
た
。

遠
北
光
彦
グ
レ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ミ
推
進
委
員
長
（
南
海
電

気
鉄
道
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は

「
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
に
は

美
味
し
い
地
元
食
材
が
多
数

あ
る
。
ぜ
ひ
現
地
に
訪
れ
て

体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
締
め

く
く
り
、参
加
者
か
ら
は「
楽

し
か
っ
た
」「
次
回
も
ぜ
ひ
開

催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｎ
の
運
行
に
あ
わ
せ
、

な
ん
ば
広
場
に
９
月
２７
、
２８

日
に
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
ブ

ー
ス
を
出
店
し
、
泉
州
や
南

河
内
の
地
ビ
ー
ル
や
ワ
イ

ン
、
銘
茶
な
ど
を
販
売
し
て

地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月
２７
日
、
南
海
電
気
鉄
道
と
と
も
に
企
画
列
車
「
グ
レ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ミ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」
を
初
め
て
実
施
し
た
。
南
大
阪
（
泉
州
・
南
河
内
）
の
食
の

魅
力
を
一
体
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
目
的
で
、難
波
駅
発
着
の
南
海
電
車
に
午
前
便（
南

海
本
線
）、
午
後
便（
高
野
線
）各
約
１
０
０
人
が
乗
車
し
た
。
車
窓
の
風
景
と
と
も
に
、

地
元
産
の
海
鮮
丼
や
、
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
を
味
わ
う
体
験
を
提
供
し
た
。

�
あ
い
さ
つ
に
立
つ
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭（
右
）。
左
は
浪
曲
師

の
春
野
恵
子
氏
�
地
元
産
の
海
鮮
丼（
わ
が
ど
ん
）を
食
べ
る（
右

か
ら
）
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
推
進
委
員
会
の
鵜
川
淳
副
委
員
長
、

大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
、
同
委
員
会
の
遠
北
光
彦
委
員
長
、
長
谷

川
惠
一
副
委
員
長
�
お
点
前
体
験
を
す
る
乗
客
の
皆
さ
ん
�
い
ず

れ
も
９
月
２７
日

万
博
イ
ヤ
ー
を
契
機
に
開

催
さ
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト
は

「G
lobal

Pitch
Sh

ow
dow
n

」
と
名
付
け
ら

れ
、
完
全
招
待
制
の
晩
さ
ん

会
形
式
で
開
催
し
、
医
療
従

事
者
、
国
内
外
の
投
資
家
、

医
療
関
連
企
業
、
在
日
海
外

公
館
ら
２
８
０
人
が
来
場
し

た
。
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭

は
開
会
あ
い
さ
つ
で
「
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
は
未
来
の
希

望
」
と
訴
え
た
。

日
本
企
業
含
む
登
壇
し
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
各
社
は
英

語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

診
断
支
援
」「
敗
血
症
を
迅
速

に
検
出
で
き
る
診
断
デ
バ
イ

ス
」
な
ど
、
世
界
の
医
療
課

題
に
応
え
る
技
術
、
ア
イ
デ

ア
を
披
露
し
た
。

最
優
秀
賞（
大
商
会
頭
賞
）

に
は
、
給
水
不
要
の
在
宅
用

血
液
透
析
装
置
の
開
発
を
目

指
す
フ
ィ
ジ
オ
ロ
ガ
ス
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ（
相
模
原
市
）

が
選
ば
れ
、
賞
金
５
０
０
万

円
を
獲
得
し
た
。

相
良
暁
副
会
頭
は
閉
会
あ

い
さ
つ
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
万

博
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
発
展

さ
せ
て
い
く
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

大
商
は
２０
年
以
上
に
わ
た

り
、
企
業
と
医
療
機
関
・
大

学
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
医
療

機
器
開
発
を
進
め
る
「
医
工

連
携
支
援
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
蓄
積
が
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
な
が

っ
た
。
今
後
、
企
業
の
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
の
支
援
に
一
層

力
を
入
れ
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

�
（
左
か
ら
）
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

フ
ィ
ジ
オ
ロ
ガ
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
宮
脇
一
嘉
代
表
取
締

役
、M

edTech
A
ctuator

の
バ
ズ
・
パ
ー
マ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ

�
閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
つ
大
商
の
相
良
暁
副
会
頭
�
い
ず
れ
も
９

月
１６
日
、
大
阪
国
際
会
議
場
（
大
阪
市
北
区
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

２３
日
、「
２
０
２
５
年
度
会
員

交
流
大
会
」
を
開
催
す
る
。

第
１
部
で
は
建
築
家
で
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
安
藤
忠

雄
氏
が
「
大
阪
を
盛
り
上
げ

る
―
勝
利
の
方
程
式
は
自
分

で
つ
く
れ
―
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
す
る
。

こ
の
ほ
か
今
年
、
新
入
会

員
を
多
数
紹
介
い
た
だ
い
た

「
組
織
基
盤
強
化
貢
献
者
」

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
や
、
大

阪
の
地
域
経
済
・
産
業
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た

方
を
表
彰
す
る
「
大
阪
活
力

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
５
」
の

表
彰
式
も
行
う
。

第
２
部
で
は
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
場
を
提
供

す
る
た
め
、
立
食
形
式
で
の

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
す

る
。午

後
３
時
３０
分
〜
６
時
１０

分
、
大
商
で
。
第
１
部
は
無

料
。
第
２
部
の
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
は
参
加
費
７
０
０
０

円
。
定
員
は
第
１
部
６
０
０

人
、
第
２
部
２
５
０
人
（
申

し
込
み
先
着
順
）。
会
員
限

定
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
７
７

大阪商工会議所が大阪市商店会総連
盟、Airbnb Japanと連携し、実施してい
る大阪の商店街の「朝」を楽しむ事業「O
saka Morning～商店街で朝食を～」を紹
介する。

�
南
海
本
線
を
運
行
し
た
「
わ
が
ど
ん
列
車
」
�
高
野
線
を
運
行

し
た
「
あ
ま
も
ん
列
車
」

大阪企業家ミュージアムは、漫画冊
子「企業家の人生に学ぶ」（全８冊）シ
リーズから、クボタの久保田権四郎氏
と大日本除虫菊（キンチョー）の上山
英一郎氏の２人の創業者を主人公とし
たＷＥＢ漫画を、９月１９日から同ミュ
ージアムのホームページ上で公開して
いる。久保田氏は国産初の水道用鉄管
の量産化に成功して人々を疫病から救
ったほか、戦後の食糧不足を補うべく
農業の機械化を進めた。上山氏は全国
の農家に除虫菊栽培を奨励。殺虫効果
の高い世界初の棒状蚊取り線香を市場
に提供した。その後も渦巻き型への改
良などの創意工夫により、人々の生活
向上に貢献した。
問合せ 大阪企業家ミュージアム

�４９６４・７６０１

安藤忠雄氏
photo by 閑野欣次

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

２０
日
、
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
組
む
６
金
融
機
関

（
大
阪
信
用
金
庫
、
大
阪
シ

テ
ィ
信
用
金
庫
、
大
阪
商
工

信
用
金
庫
、
北
お
お
さ
か
信

用
金
庫
、
永
和
信
用
金
庫
、

関
西
み
ら
い
銀
行
）
の
協
力

を
得
て
、「
地
元
金
融
機
関
と

の
交
流
会
」
を
開
く
。

銀
行
出
身
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
で
あ
る
野
村
智
巳
氏
が

「
金
利
の
あ
る
世
界
に
お
け

る
銀
行
交
渉
の
新
た
な
常
識

を
伝
え
る
〜
あ
な
た
の
会
社

を
守
る
『
新
・
銀
行
交
渉
』

５
つ
の
秘
訣
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
す
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
事
前
に
参
加
者
か

ら
募
っ
た
融
資
な
ど
に
関
す

る
質
問
に
、
各
金
融
機
関
の

担
当
者
が
答
え
る
。

名
刺
交
換
会
は
、
６
金
融

機
関
と
日
本
政
策
金
融
公

庫
、
大
阪
信
用
保
証
協
会
の

融
資
担
当
者
な
ど
や
、
大
商

の
経
営
指
導
員
が
参
加
す
る

予
定
。
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
４５
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

会
場
を
視
察
し
、
出
展
者
と
交
流
す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
右
）
。
左
手
前
は
「
宙
に
浮
く
靴
」

�
９
月
２７
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
の
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
（
大
阪
市
此
花
区
）

大
阪
商
工
会
議
所
と
協
同

組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連

合
は
９
月
２３
〜
２９
日
、
大
阪

・
関
西
万
博
の
大
阪
ヘ
ル
ス

ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
内
展
示
エ

リ
ア
「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
で
展
示
企
画
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
に
基
づ
く
繊
維
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
未
来
共
創

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
出
展
し

た
。同

展
示
は
大
阪
府
内
の
中

小
企
業
１７
社
が
共
同
で
展
示

物
を
企
画
、
製
作
し
た
も
の

で
、
テ
ー
マ
は
「
ハ
ダ
カ
じ

ゃ
い
ら
れ
な
い
か
ら

チ
ェ

ン
ジ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
�
」。未

来
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
「
宙
に
浮
く
靴
」

「
光
合
成
す
る
服
」「
透
明
に

見
え
る
服
」
な
ど
が
展
示
さ

れ
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
大
阪
は

『
繊
維
の
ま
ち
』
と
聞
い
て

い
た
が
、
中
小
企
業
が
新
し

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
驚
い
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
た
。

期
間
中
に
は
大
商
の
鳥
井

信
吾
会
頭
、
立
野
純
三
副
会

頭
、
�
瀬
恭
子
副
会
頭
、
本

荘
武
宏
副
会
頭
も
会
場
を
訪

れ
た
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

別
府
へ
の
週
末
旅

友
人
が
３
年
前
に
別
府
に

家
を
建
て
た
。
何
の
縁
も
な

い
の
に
何
故
と
思
っ
た
が
、

私
も
す
っ
か
り
気
に
入
り
、

週
末
を
使
っ
て
た
び
た
び
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

金
曜
の
仕
事
終
わ
り
に
大

阪
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り

こ
む
。
船
上
か
ら
夜
景
を
眺

め
、
大
浴
場
を
満
喫
し
た
後

に
一
杯
の
ビ
ー
ル
を
味
わ
え

ば
、
心
が
ほ
ぐ
れ
、
旅
の
始

ま
り
を
実
感
す
る
。
翌
早
朝

に
別
府
港
へ
着
く
と
友
人
と

合
流
し
、
畑
仕
事
を
手
伝
っ

て
ひ
と
汗
か
い
た
ら
、
い
よ

い
よ
温
泉
だ
。

別
府
に
は
約
２
８
０
０
の

源
泉
が
あ
る
ら
し
く
、
泉
質

も
豊
富
で
、
い
ろ
い
ろ
組
み

合
わ
せ
て
め
ぐ
る
の
が
楽
し

い
。
夜
は
だ
い
た
い
繁
華
街

の
居
酒
屋
に
繰
り
出
し
、
新

鮮
な
魚
介
や
鶏
料
理
を
堪
能

す
る
。
別
府
は
新
旧
と
地
元

の
人
々
、
移
住
者
、
観
光
客

が
程
よ
く
交
じ
り
合
い
、
独

特
の
温
か
い
雰
囲
気
が
あ

る
。
そ
し
て
、
友
人
と
の
ん

び
り
過
ご
す
時
間
は
何
よ
り

心
地
よ
い
。

日
曜
の
夜
、
飛
行
機
の
中

で
次
に
訪
れ
る
予
定
を
立
て

な
が
ら
、
心
身
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
、
新
た
な
週
を
迎

え
る
活
力
が
湧
い
て
い
る
の

を
感
じ
る
。
い
ま
や
私
の
日

常
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
別

府
へ
の
週
末
旅
。
家
を
建
て

て
く
れ
た
友
人
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。

（
八
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

クボタとキンチョーの創業者の創意工夫
日英ＷＥＢ漫画で世界に発信

�特集�Osaka Morning
～商店街で朝食を～ �

地
元
金
融
機
関
と
交
流

１１
月
２０
日

名
刺
交
換
会
も

１２
月
２３
日
に
会
員
交
流
大
会

建
築
家

安
藤
忠
雄
氏
が
講
演

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

大阪・関西万博 リボーンチャレンジ

未来のファッションを展示
中小企業１７社が共同で

企画列車で体験
大阪府南部の「食」の魅力

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

医医
療療
系系
スス
タタ
ーー
トト
アア
ッッ
ププ
がが
競競
うう

国
際
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
世
界
大
会
決
勝
戦

万
博
イ
ヤ
ー
契
機
に
大
阪
で
開
催

２０２５年（令和７年）１０月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３８５（１）



大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
事

業
展
開
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
「U

-ST
A
R
T
U

P
K
A
N
SA
I
２０２５

」

の
オ
ー
プ
ン
ピ
ッ
チ
（
最
終

審
査
会
）
を
９
月
１９
日
、
イ

ノ
ゲ
ー
ト
大
阪
（
大
阪
市
北

区
）
で
開
い
た
。
世
界
最
大

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
見
本
市

「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
」
へ
の
出
展
権
を

は
じ
め
と
す
る
副
賞
受
賞
者

を
決
定
し
た
。◇

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
国

内
外
の
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
な
ど
か
ら
５０
件
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
寄
せ
ら
れ
、
書
類

審
査
を
通
過
し
た
１１
者
が
オ

ー
プ
ン
ピ
ッ
チ
に
臨
ん
だ
。

事
業
会
社
や
金
融
機
関
、

支
援
機
関
な
ど
約
３
５
０
人

の
参
加
者
が
見
守
る
な
か
で

各
者
の
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ

れ
、マ
テ
リ
ア
ル
ゲ
ー
ト（
広

島
県
）
が
２
０
２
６
年
１
月

に
開
催
さ
れ
る
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ

２
０
２
６
」
へ
の
出
展
権
を

獲
得
し
た
。
ま
た
、
海
外
か

ら
初
の
参
加
と
な
っ
たA

u
toL

（
韓
国
）
が
コ
・
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
利

用
権
が
付
い
た
ナ
レ
ッ
ジ
キ

ャ
ピ
タ
ル
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
事
業
成
長
を
後
押
し
す

る
様
々
な
副
賞
が
提
供
さ
れ

た
。会

場
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
と
の
連
携
に
関
心
を
持

つ
関
西
の
事
業
会
社
１９
社
で

構
成
す
る
「
共
創
パ
ー
ト
ナ

ー
」
や
、
大
阪
・
関
西
万
博

内
で
開
か
れ
た
「G

lobal
Startup

EX
PO

２０２５

」
を
契
機
に
来
阪
し

た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

や
金
融
機
関
な
ど
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
。
副
賞
受
賞
と
は
な
ら

な
か
っ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

か
ら
も
、「
多
く
の
企
業
、
支

援
者
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
、
会
場
は
全
国
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
係
者
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所と香港工業総会が
協力覚書を締結

大阪商工会議所は９月２４日、香
港工業総会（ＦＨＫＩ）と、協力
覚書を締結した。
大商の井内摂男専務理事（写真

右端）とＦＨＫＩのアンソニー・
ラム会長（同左端）の立ち会いの
もと、大商の岡広史中国ビジネス
委員長（伊藤忠商事常務理事）（同
中央右）とＦＨＫＩのリッキー・
チャン常務副会長（同中央左）が
署名した。
ＦＨＫＩは香港唯一の法定工業

団体として会員企業の要望に応え
るため、香港内外企業とのビジネ
ス交流を積極的に支援している。
今回の締結により、大阪・関西

と香港双方の強みを活かし、ライ
フサイエンス、ＡＩなどの先端技
術、スタートアップ支援、食品な
どの分野での協力によるシナジー
効果が期待される。

米国テキサス州サンアントニオ都
市圏セミナーに相良副会頭、森島
国際ビジネス委員長が登壇

米国テキサス州サンアントニオ
都市圏セミナーが９月１７日、大阪
・関西万博会場で開かれ、大阪商
工会議所からは相良暁副会頭（写
真１枚目）が冒頭あいさつに立ち、

森島弘光国際ビジネス委員長（丸
紅執行役員 大阪支社長）（写真２
枚目の右から２人目）がパネル討
論に登壇した。
相良副会頭は「全米第２位の経

済規模を有するテキサス州と大阪
の交流が一層活発になることを願
っている」と述べた。
パネル討論では、日米双方の企

業関係者間で活発な意見交換が行
われた。

関西韓日経済フォーラムで鳥井会
頭が祝辞

第１７回関西韓日経済フォーラム
が９月３０日、大阪市内で開かれた。
これは２００８年から韓国と日本の経
済交流の架け橋として定期的に開
催されている。今年のテーマは両
国のスタートアップ協力。
金希相（キム・ヒサン）韓国経

済外交調整官が開会あいさつに立
ち、両国は悠久の交流の歴史を有
し、スタートアップを含め、シナ
ジーを生み出すためにも経済分野
での連携は不可欠と強調。大阪商
工会議所の鳥井信吾会頭が祝辞に
立ち、近年の大商と韓国のビジネ
ス交流に言及した上で、自由経済
を守る日韓両国の連携が一層重要
になるとの認識を示した（写真）。

オランダ外務省国際経済関係担当
副大臣が相良副会頭を表敬訪問

オランダ外務省のミシェル・ス
ウェルス国際経済関係担当副大臣
（写真左）が９月２２日、マーク・
カウパース在大阪オランダ総領事
らともに、大阪商工会議所の相良
暁副会頭（同右）を表敬訪問した。
相良副会頭は、大阪のライフサ

イエンス分野の強みを紹介すると
ともに、歴史的に深いオランダと
の関わりや同分野での連携実績を

踏まえ、万博を契機とした両地域
の連携とビジネス交流の一層の拡
大に期待を示した。

欧州安定メカニズム最高経営責任
者らが東副会頭を表敬訪問

欧州安定メカニズム（ＥＳＭ）
のピエール・グラメーニャ最高経
営責任者（写真右）らが９月２２日、
大阪商工会議所の東和浩副会頭
（同左）を表敬訪問した。
東副会頭とグラメーニャ最高経

営責任者は、米国の関税問題や地
政学的な不安定さが世界で表出す
るなか、民主主義や自由経済など
共通した価値観を持つ日本・欧州
の連携拡大の重要性、また、デジ
タル技術を活用した金融、ビジネ
ス、大学間連携の有用性について
意見を交換。加えて東副会頭は、
「在阪中小企業の高い製造技術に、
欧州からもぜひ注目してほしい」
と強調した。

豪メルボルン市長が森島国際ビジ
ネス委員長を表敬訪問

豪州のメルボルン市のニコラス
・リース市長（写真中央左）率い
る視察団の代表者７人が９月２５
日、大阪商工会議所を訪れ、森島
弘光国際ビジネス委員長（丸紅執
行役員 大阪支社長）（同中央右）
を表敬訪問した。
１０月にメルボルンを訪問予定の
根本浩二情報・通信部会長（ＮＴ
Ｔドコモ執行役員 関西支社長）
（同右端）も同席し、両都市間の
さらなる連携強化に向けて活発に
意見交換した。
森島委員長とリース市長は、両

都市の交流がまさに「黄金時代」
を迎えているとの認識を共有し、
今後、ヘルスケア、グリーン、ス
ポーツなど幅広い分野で積極的に

ビジネス交流を進めていく意向を
示した。

日本バングラデシュ商工会議所会
頭が森島国際ビジネス委員長を表
敬訪問

日本バングラデシュ商工会議所
のタレク・ラフィ・ブイヤン会頭
（写真右）が１０月１日、ムハンマ
ド・ダウド・アリ駐日バングラデ
シュ大使らとともに、大阪商工会
議所の森島弘光国際ビジネス委員
長（丸紅執行役員 大阪支社長）
（同左）を表敬訪問した。
森島委員長は、若年人口の多さ

や競争力ある製造コストを背景
に、同国が有望なビジネス拠点で
あると強調。あわせて、大商が１１
月に首都ダッカへ視察団を派遣す
ることに触れ、日本企業との新た
な連携に期待を示した。

（右から）審査委員の松井規代・全日本空輸大阪支店長、
グローバル・イノベーターズ賞を受賞した伊勢賢太郎・
マテリアルゲートＣＯＯ�９月１９日、大阪市北区

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
内

で
９
月
１７
〜
１８
日
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
の
支
援
イ
ベ

ン
ト
「G

lobal
Startu

p
EX
PO

２０２５

」
が
開

か
れ
、
大
阪
商
工
会
議
所
の

鳥
井
信
吾
会
頭
が
９
月
１７

日
、
視
察
し
た
。

経
済
産
業
省
が
主
催
し
、

石
破
茂
首
相
は
じ
め
政
府
要

人
、
世
界
中
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
関
係
者
が
集
ま
っ
た
同

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
日
本
全
国

か
ら
選
ば
れ
た
約
１
５
０
社

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
ブ
ー

ス
を
出
展
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
出
展
ブ
ー
ス

を
訪
問
。
同
日
夜
に
開
催
さ

れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
乾
杯
の
発
声
を
行

い
、
今
後
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
担
い
手
と
な
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
に
期
待
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。

大
商
は
今
後
も
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
に
注
力
し
、
全

国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
共

創
の
機
会
を
求
め
て
大
阪
・

関
西
に
集
う
た
め
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
構
築
を
推
進
す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

スタートアップ関係者と握手を交わす大商の鳥井
信吾会頭（左）�９月１７日、万博会場

大
阪
商
工
会
議
所
が
提
供

し
て
い
る
「
大
商
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
応
支
援
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
』」に
こ
の
ほ
ど
、
伊
藤
忠

丸
紅
鉄
鋼
の「
Ｍ
Ｉ
ｅ
Ｃ
Ｏ
２

（
ミ
エ
コ
）
」
が
新
た
に
加
わ

っ
た
。

「
Ｍ
Ｉ
ｅ
Ｃ
Ｏ
２

」
は
、
同

社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ビ
ジ
ネ

ス
、
ウ
ェ
イ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

の
３
社
が
各
々
の
強
み
を
活

か
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
算

定
、
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
な
ど
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

も
の
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月

２９
日
、「
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｃ

Ｆ
Ｐ
）
算
定
」
セ
ミ
ナ
ー
を

開
く
。

「
会
社
ご
と
」
よ
り
も
、

「
製
品
ご
と
」
へ
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
求
め
ら
れ
る
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
算
定
が
着
実
に

変
わ
っ
て
い
る
な
か
、
製
品

ご
と
の
算
定
手
法
の
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
て
解
説
す
る
。

講
師
は
オ
ン
ド
の
川
�
亘

氏
。午

後
３
〜
５
時
、
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０ ▼詳細は

こちら
▼詳細は
こちら

大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援

９
月
１９
日
に

最
終
審
査
会
Ｃ
Ｅ
Ｓ
出
展
者
が
決
定

脱
炭
素
支
援

新
サ
ー
ビ
ス

Ｍ
Ｉ
ｅ
Ｃ
Ｏ
２

万
博
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
イ
ベ
ン
ト

鳥
井
会
頭
が
Ｓ
Ｕ
に
期
待
伝
え
る

Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
の

ポ
イ
ン
ト
解
説

１０
月
２９
日

（２）２０２５年（令和７年）１０月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８５



会員情報会員情報会員情報会員情報
　当欄は、大商会員の自社紹介コーナーです。
掲載内容の照会は、各社・団体へお願いします。
　また、取引は当事者間の責任で行って下さい。

　当欄は大阪商工会議所に新たに入会された会員紹介の
コーナーです。掲載内容の照会は、各社・団体へお願い
します。また、取引は当事者間の責任で行ってください。

初めまして！

新入会員 で
す
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大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨 く自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨 く自 信 を 持 っ て 電 話 応 対 が で き る ス キ ル を 磨 く
電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで電話応対徹底トレーニング～基本応対からクレーム応対まで 「関係力」を磨き、生産性を上げるためのコーチング半日速習講座「関係力」を磨き、生産性を上げるためのコーチング半日速習講座「関係力」を磨き、生産性を上げるためのコーチング半日速習講座「関係力」を磨き、生産性を上げるためのコーチング半日速習講座

実践演習など体験を通じて、楽しみながらコーチング手法を学ぶ実践演習など体験を通じて、楽しみながらコーチング手法を学ぶ実践演習など体験を通じて、楽しみながらコーチング手法を学ぶ実践演習など体験を通じて、楽しみながらコーチング手法を学ぶ

問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修問題解決力を高める「思考力・想像力・判断力」強化研修
「考える力」を鍛えて仕事のスピードと質を上げる！「考える力」を鍛えて仕事のスピードと質を上げる！「考える力」を鍛えて仕事のスピードと質を上げる！ 伝わるビジネス文書＆メールの書き方講伝わるビジネス文書＆メールの書き方講座伝わるビジネス文書＆メールの書き方講座伝わるビジネス文書＆メールの書き方講座

基本・応用・実践の３ステップで分かりやすく学基本・応用・実践の３ステップで分かりやすく学ぶ基本・応用・実践の３ステップで分かりやすく学ぶ基本・応用・実践の３ステップで分かりやすく学ぶ

受講後も使える豊富なテキストと分かりやすい講義が人受講後も使える豊富なテキストと分かりやすい講義が人気受講後も使える豊富なテキストと分かりやすい講義が人気受講後も使える豊富なテキストと分かりやすい講義が人気
労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・秋労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・秋＞労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・秋＞労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・秋＞

中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養成中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養成中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養成
管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座

経営者・経営幹部のための従業員エンゲージメント向上研修経営者・経営幹部のための従業員エンゲージメント向上研修経営者・経営幹部のための従業員エンゲージメント向上研修経営者・経営幹部のための従業員エンゲージメント向上研修
組 織 へ の 愛 着 心 を 高 め 、 部 下 の や る 気 を 高 め る組織の中でキャリアの方向性が見える！明日から前向きに仕事に取り組める組織の中でキャリアの方向性が見える！明日から前向きに仕事に取り組める組織の中でキャリアの方向性が見える！明日から前向きに仕事に取り組める組織の中でキャリアの方向性が見える！明日から前向きに仕事に取り組める

若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修
検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

�会議室、宿泊施設の運営

（一財）海外産業人材育成協会関西研修センター
�０６・６６９０・２６７０

研修センターには特大・大・中・小の
４タイプの教室があり、宿泊少人数の社
内研修、会議から１００名規
模のセミナーなどを実施
可能です。企業独自に受
け入れた外国人研修生も
宿泊可能です。

�DX、IT化計画策定を伴走支援

カコムス�／ITコンサルティングＳ部
�０６・６３４２・７８１１

IT戦略立案、DX企画、RFP作成、業務
改革・改善、現状業務の可視化、バック
オフィスBP
R等、課題の
可視化を伴走
支援します。

大阪商工会議所は、「『関係力』
を磨き、生産性を上げるための
コーチング半日速習講座」を開
催する。
より良いチームを作っていき

たいが、部下指導に限界を感じ
ている管理職やリーダーは多
い。相手に問いかけ、傾聴し、
承認しながら、課題や目標への
自発的な気付きを促す「コーチ
ング」を、演習などの体験を通

じて習得する。
前回参加者か

らは「部下との
接し方の改善点
に気づいた」と
いった声が聞か
れる。講師は、

コーチングオフィスA
UBE PROJETの黒田
晴美代表。１１月１１日午
後１～５時。

大阪商工会議所は、「電話応対
徹底トレーニング～基本応対か
らクレーム応対まで」を開催す
る。
たった１本の電話でも組織全
体に対する印象や評価を決める
ことがある。
ＣＳ（顧客満足）の基本概念
を習得しながら、電話応対の基
礎固めやクレーム電話応対力を
強化し、企業の代表として、お
客様と感じの良い電話応対がで

きるようスキル
を身に付ける。
電話応対でお

悩みの方、苦手
意識をお持ちの
方におすすめ。
講師はマネジ

メントサポートの安発早代子
氏。１０月２８日午後１～
５時。

黒田晴美氏安発早代子氏

�２０２４年創業、アフラック専属代理店です

�アスイロ
�０１２０・５５５・９６８

アフラックご加入
者様の保障の最新化
や、保険金請求など
のお困りごとのフォ
ローアップなどをお
こなう専属代理店で
す。

�UI/UXデザイナー

�Genuine Design
�０５０・１７２４・５１０３

UI/UXデザイナー、デザイン教育会
社：株式会社HerTe
chプロダクト開発
部のデザインディレ
クター。企業成長請
負 の GrowthHacke
r。

大阪商工会議所は「伝わるビ
ジネス文書＆メールの書き方講
座」を開催する。
「誰が読んでも正確に伝わる

文書を書く力」は必要不可欠な
スキルだが、学ぶ機会がないま
ま仕事に就く方は多い。
「相手に伝わり成果が上がる

文書力」にねらいを定め、基本
マナーからワンランク上の書く

技術までを、演
習を通して実践
的に学ぶ。
講師はビジネ

スプラスサポー
トの菓子田圭子
人財育

成プロデューサー。１１
月１２日午前１０時～午後
５時。

大阪商工会議所は、「問題解決
力を高める『思考力・想像力・
判断力』強化研修」を開催する。
自分自身の視野を広げ、問題
を発見し解決するために必要な
「思考力」（問題発見と論理的思
考）・「想像力」（展開を想像す
る）・「判断力」（対応力を上げて
自主行動型へ）を高め、自主行動

を促し、自己成
長につなげる。
講師はビジネ

スプラスサポー
トの竹内真佐子
人財育
成プロ

デューサー。１０月３０日
午前１０時～午後５時。

�登記と法律相談の専門家

大久保司法書士事務所
�０６・６９４８・６８０５

天満橋の中心に位置する当司法書士事
務所は、豊富な経験と実績を基に、不動
産・会社法人登記や相続登記などわかり
やすく丁寧に対応し、お客様に信頼され
るサービスを提供しております。

�医業経営コンサルタント

オフィス謝府礼
�０９０・１８１１・５７０１

弊所は病院・診療所の経営のサポート
をさせていただいております。
都内コンサルティング事務所勤務時代
から約１１年、大阪には毎月足を運んでき
ました。大阪のご支援先も徐々に増え、
もっと大阪のことを知りたく、この度入
会しました。よろしくお願いします。

菓子田圭子氏
竹内真佐子氏

大阪商工会議所は、「労働・社
会保険実務の基礎講座�実践編
・秋�」を開催する。
採用から退職までの諸手続

き、異動や変更時の対応、各保
険料の徴収事務、給付の申請な
ど、人事・総務の担当者が年間
を通じて行う業務について、最
新の法改正に即し、具体例を交
えながら、申請用紙などを用い
た演習や実際の書式例をもと

に、実務を習得
する。
講師は、升谷

社労士事務所の
升谷浩樹所長。
１１月１３、２０日

（全２回）、両日
とも午後１～５時。

大阪商工会議所は、「管理職に
なるまでに身に付けるべき心構
えと３つの能力強化講座」を開
催する。
リーダー・管理職としての

�心構え・意識付け�を身につ
けるとともに、部下との関係構
築に必要なコミュニケーション
スキルや人を動かすための説得
力ある発言・話し方、職場での
改善・問題解決力という�３つ

の能力�の習得
と強化を目指
す。管理職候補
者の管理能力養
成に役立てられ
る講座。
講師はＥＭＩ

コンサルティングの福
井充雄代表。１１月４日
午前１０時～午後５時。

�心を整える心理カウンセリング

カウンセリングオフィス有る
�０７０・９０１６・１０７８

日常生活の心のメンテナンスとして、
臨床心理士の１回きり
の心理カウンセリング
で、皆さんが日々抱え
ている、悩みや不安を
整理し解消するお手伝
いします。

�南森町駅徒歩６分の貸会議室�
テレワーク＠南森町天満宮

（同）カフェ・プラン
https���upnow. jp�telework�minamimorimachi
商工会議所入会を機に新サービス（大
阪天満宮近くの商店街で貸会議室）を開
始しました。高速光回線
Wi-Fiやホワイトボード
あり�少人数の会議、打
合せ、商談にご活用いた
だけます。

升谷浩樹氏福井充雄氏

大阪商工会議所は、「経営者・
経営幹部のための従業員エンゲ
ージメント向上研修」を開催す
る。
従業員が会社に対して愛着心

をもつことでモチベーションが
上がり、業績の向上や離職防止
にもつながる。
部下のエンゲージメントを高

めるために、組織の魅力につい

て今一度考え、
組織の活性化を
図る。講師は、
フォースコミュ
ニティの吉川宏
樹氏。１１月１９日
午後１

～５時。

大阪商工会議所は「若手・中
堅社員のためのライフ＆キャリ
アデザイン研修」を開催する。
コーチングとキャリア理論を
組み合わせた、オリジナルのキ
ャリア応援プログラムで構成。
キャリア心理学とＮＬＰコー
チングをベースに、自己理解を
深め、自分の強みや価値観、あ
りたい姿を確認しながら、自分

のライフ＆キャ
リアについて自
律的に考える。
講師は、オフ

ィスムーブの�
田美雪代表取締
役。１１

月５日午前１０時～午後
５時。

◆メンタルヘルス・マネジメント
検定受験対策ＷＥＢ講座【オンデ
マンド配信】
◎�種（マスターコース）
開講期間 １１月４日まで（全４講、

１講につき４時間３０分
～５時間３０分）希望の
講のみ受講可能。

◎�種（ラインケアコース）
開講期間 来年３月１６日まで（約

６時間、視聴可能期間
は８週間）

◎�種（セルフケアコース）
開講期間 来年３月１６日まで（約

５時間、視聴
可能期間は６
週間）

◆ビジネス会計検定２級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト２級（第６版）の

内容を、２０講座に分けて解説。２１
講座目には第３４回試験の総合問題
演習・解説を実施。
開講期間 来年３月２７日まで�視

聴可能期間１６
週間、全２１講
座（約９時
間）�

◆ビジネス会計検定３級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト３級（第５版）の

内容を、１６講座に分けて解説。１７、
１８講座目には第３４回試験の総合問
題演習・解説を実施。
開講期間 来年３月２７日まで�視

聴可能期間１２
週間、全１８講
座（約８．５時
間）�

�田美雪氏 吉川宏樹氏

�実践�誰でもわかる ロジカ
ルシンキングの基礎講座
～コミュニケーション力や問
題解決力が劇的にアップする
大阪商工会議所は、「実践�誰で

もわかる ロジカルシンキングの
基礎講座」を開催する。
ビジネスにおいて、自分の意見

を相手に伝える時には、あいまい
な表現を避けて相手が納得できる

ように話を組み立てることが重要
である。自分の意見や考えを相手
に明確に伝え、納得してもらうた
めに必要なロジカルシンキングの
基本思考、論理構造、テクニック
などについて、分かりやすく解説
する。
日 時 １０月２２日１０：００

～１７：００
講 師 セルフ・インプ

ルーブの和田勉
代表取締役

�人材育成担当者のための働き
やすい職場づくり基礎研修
～社員がイキイキ働く職場風
土のつくり方を人材育成の観
点で学ぶ
大阪商工会議所は、「人材育成担

当者のための働きやすい職場づく
り基礎研修」を開催する。
人事担当者、総務担当者、教育

担当を対象に、基本的な人材育成

の考え方や研修の組み方、ＯＪＴ
との連動のさせ方など、「基本」か
ら「実践」まで分かりやすく、働
きやすい職場づくり・人の育て方
の基本を学ぶ。
日 時 １０月２３日、１１月６日両日

とも１３：００～１７：００（全
２回）

講 師 ロボライズの
武田由利子チ
ーフコンサル
タント

検定試験の最新
情報はこちらから

１０、１１月開催の講座・研修

２０２５年（令和７年）１０月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８５（３）



図　タイの自動車販売台数シェア（2024年）

（出所）タイ国トヨタよりジェトロ作成
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果
、
２４
年
の
自
動
車
累
計
販
売
に
お
け
る

中
国
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ェ
ア
は
１１
・
６
％
と
、
前

年
（
１０
・
９
％
）
か
ら
拡
大
。
一
方
、
日
本
の

シ
ェ
ア
は
７６
・
７
％
で
、
前
年
（
７７
・
８
％
）

か
ら
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
（
図
）。

タ
イ
政
府
の
戦
略
と
し
て
は
、
主
に
以
下
の

３
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
低
迷
す
る

国
内
市
場
へ
の
対
応
だ
。タ
イ
自
動
車
市
場
は
、

家
計
債
務
の
膨
張
や
金
融
機
関
に
よ
る
自
動
車

ロ
ー
ン
の
審
査
厳
格
化
な
ど
を
背
景
に
縮
小
傾

向
に
あ
る
。
二
つ
目
は
、
中
長
期
的
な
Ｅ
Ｖ
部

品
の
現
地
調
達
率
向
上
と
、
地
場
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
の
高
度
化
だ
。
タ
イ
の
「
第
１３
次
経
済
社
会

開
発
計
画（
２３
〜
２７
年
）」で
は
、
Ｅ
Ｖ
産
業
推

進
が
、
脱
炭
素
と
産
業
高
度
化
の
両
面
で
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
人
材
育
成
も
含
め
た
Ｅ
Ｖ
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
焦
点
と
な
る
。
三
つ
目
は
、
Ｂ

Ｅ
Ｖ
に
加
え
て
、
改
め
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
（
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
も
重
要
視
す
る
姿
勢
だ
。
タ
イ

投
資
委
員
会
も
、
Ｈ
Ｅ
Ｖ
は
国
内
販
売
と
輸
出

の
維
持
、
省
エ
ネ
や
空
気
汚
染
対
策
、
炭
素
削

減
の
実
現
に
非
常
に
有
益
と
し
て
い
る
。

で
は
、日
系
企
業
の
動
向
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

各
社
で
戦
略
は
異
な
る
が
、
総
じ
て
タ
イ
を
自

動
車
や
部
品
の
生
産
・
供
給
拠
点
と
位
置
づ
け

る
。
需
要
動
向
を
見
極
め
、
政
府
と
の
連
携
を

重
視
し
つ
つ
、
品
質
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

強
み
に
巻
き
返
し
を
図
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、拡
大
が
続
く
タ
イ
の
Ｅ
Ｖ
市
場
を
踏
ま
え
、

新
た
な
Ｂ
Ｅ
Ｖ
や
Ｈ
Ｅ
Ｖ
の
生
産
を
進
め
る
計

画
が
複
数
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
タ
イ
が
地
域

の
生
産
・
供
給
拠
点
で
あ
る
た
め
に
は
、
十
分

な
現
地
市
場
の
規
模
が
不
可
欠
だ
。
こ
の
点
、

国
内
市
場
低
迷
や
中
国
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ェ
ア
拡

大
は
、
日
系
Ｏ
Ｅ
Ｍ
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
っ

て
も
、
厳
し
い
競
争
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
企
業
は
、
タ
イ
の
Ｅ
Ｖ
政
策
の
変
化
を

的
確
に
捉
え
、完
成
車
や
部
品
供
給
に
加
え
て
、

環
境
対
応
や
社
会
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
供
、
人
材
育
成
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
た
多
様
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
市
場
は
、
依
然
と
し
て
日
系
企
業
に
と
っ

て
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
技
術
力
と
現
地
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
戦
略
的
対
応
が
今
後
の

鍵
と
な
る
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
は
経
済
成
長
を
続
け
る
ア

セ
ア
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
各
国
企
業
と
の
共

創
や
海
外
展
開
を
後
押
し
す
る
「
日
本
ア
セ
ア

ン
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
数
年
前
に

職
務
発
明
規
程
を
策
定
し

ま
し
た
が
、
こ
の
際
従
業
員
に
意
見

を
求
め
て
お
ら
ず
、
規
程
の
開
示
も

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
研
究
開
発

中
の
新
製
品
に
関
し
て
、
近
日
中
に

発
明
と
し
て
完
成
す
る
見
込
み
で

す
。
こ
の
製
品
に
関
し
、
当
社
は
特

許
申
請
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

◇

１

は
じ
め
に

会
社
の
業
務
と
し
て
従

業
員
が
発
明
を
し
た
場
合
に
お
け
る

会
社
・
従
業
員
間
の
利
益
調
整
を
図

る
観
点
か
ら
、
特
許
法
は
職
務
発
明

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
（
特
許
法
３５

条
）。職
務
発
明
に
お
い
て
は
�
特
許

を
受
け
る
権
利
の
帰
属
�
従
業
員
に

対
す
る
相
当
の
利
益
の
付
与
の
２
点

が
特
に
重
要
で
す
。

２

特
許
を
受
け
る
権
利
の
帰
属

職
務
発
明
の
場
合
で
も
、
従
業
員

が
特
許
を
受
け
る
権
利
を
取
得
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
職
務

発
明
規
程
等
に
お
い
て
、
権
利
が
発

生
し
た
時
点
で
会
社
が
取
得
す
る
旨

を
定
め
た
場
合
に
は
、
会
社
は
自
ら

特
許
を
受
け
る
権
利
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
設
例
の
場
合
、
会

社
は
、
規
程
に
こ
う
し
た
定
め
を
設

け
、
特
許
を
受
け
る
権
利
を
取
得
す

る
こ
と
に
よ
り
特
許
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
上
記
権
利

に
関
す
る
定
め
方
に
よ
っ
て
は
、
権

利
が
発
生
し
た
時
点
で
従
業
員
に
帰

属
し
、
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
る
等
会

社
が
権
利
を
取
得
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

３

「
相
当
の
利
益
」
の
付
与

従
業
員
が
会
社
に
特
許
を
受
け
る

権
利
を
取
得
さ
せ
た
場
合
、
当
該
従

業
員
は
会
社
に
対
し
て
「
相
当
の
利

益
」
を
付
与
す
る
よ
う
に
求
め
る
権

利
を
取
得
し
ま
す
（
特
許
法
３５
条
４

項
）。
会
社
は
、
職
務
発
明
規
程
等
に

お
い
て
「
相
当
の
利
益
」
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

よ
う
な
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場

合
、
会
社
は
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従

っ
て
「
相
当
の
利
益
」
を
付
与
す
る

こ
と
で
足
り
ま
す
（
特
許
法
３５
条
５

項
）。
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
事
件

（
東
京
地
判
平
成
１６
年
１
月
３０
日
・

判
時
１
８
５
２
号
３６
頁
）
で
は
第
１

審
で
会
社
に
２
０
０
億
円
も
の
高
額

な
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
準
を
定
め
て
い
な
い
場
合
、
こ
う

し
た
高
額
な
支
払
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
適
切
に
基

準
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。「

相
当
の
利
益
」
に
関
す
る
基
準

を
定
め
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
会
社

と
従
業
員
と
の
間
の
協
議
の
状
況
、

基
準
の
開
示
の
状
況
、
従
業
員
か
ら

の
意
見
聴
取
の
状
況
等
か
ら
不
合
理

で
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該

基
準
は
無
効
と
な
り
ま
す
（
特
許
法

３５
条
５
項
）。
し
た
が
っ
て
、
基
準
を

策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
許
法

３５
条
５
項
に
定
め
る
協
議
等
を
適
切

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
一
般
に
協
議
で
は
必
ず
し
も
従

業
員
の
求
め
に
応
じ
る
必
要
は
な
い

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
不

合
理
性
の
判
断
に
関
し
て
は
経
済
産

業
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
参
考
に
な

り
ま
す
。
設
例
で
は
、
従
業
員
と
の

協
議
も
、
基
準
の
公
表
も
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
開
発
中
の
新
製
品
に

関
連
す
る
発
明
が
完
成
す
る
前
に
、

こ
れ
ら
の
手
続
に
つ
い
て
適
切
に
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

職
務
発
明
に
関
す
る
具
体
的
な
対

応
に
つ
い
て
は
弁
護
士
等
の
専
門
家

の
支
援
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
中
小

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（

大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

浅
井

佑
太
）

職
務
発
明
に
お
い
て
会
社
が
特
許
を
受
け
る
権
利
を
取
得
す
る
場
合

に
は
、
職
務
発
明
規
程
を
適
切
に
策
定
す
る
こ
と
、
及
び
職
務
発
明
規

程
の
策
定
・
運
用
に
お
い
て
、
従
業
員
等
と
の
協
議
や
規
程
の
公
表
、

従
業
員
か
ら
の
意
見
聴
取
を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

�
ポ
イ
ン
ト
� 第

二
次
世
界
大
戦
の
最
中
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
、
人
間
の

限
界
を
問
う
飢
餓
と
向
き
合
っ
た
中

内
に
と
っ
て
、
戦
争
ほ
ど
愚
か
で
、

残
酷
で
、
不
条
理
な
も
の
は
な
か
っ

た
。
戦
後
、
日
本
の
流
通
業
の
ト
ッ

プ
を
走
り
続
け
て
き
た
中
内
が
、
こ

の
体
験
を
通
じ
て
、
戦
争
を
知
ら
な

い
若
者
に
伝
え
た
か
っ
た
の
が
「
流

通
が
正
常
に
機
能
し
て
さ
え
い
れ
ば

戦
争
は
防
げ
る
」
と
い
う
信
念
だ
っ

た
。
こ
の
信
念
と
と
も
に
、
中
内
は

「『
戦
争
の
世
紀
』と
決
別
し
、
人
間

が
自
由
に
、
自
主
自
律
・
自
己
責
任

で
生
き
る
『
人
間
化
（
ヒ
ュ
ー
マ
ナ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
の
世
紀
』
を
つ
く

る
。
そ
の
た
め
に
、『
世
界
の
中
の
日

本
人
』『
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
人
』と

し
て
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
考
え
、
ど

う
行
動
を
起
こ
す
べ
き
か
。
流
通
科

学
大
学
の
教
職
員
、
学
生
、
卒
業
生

と
と
も
に
国
民
的
議
論
を
巻
き
起
こ

し
た
い
」
と
大
学
創
設
の
意
図
を
述

べ
て
い
る
。

経
営
経
験
の
な
い
個
人
の

方
が
会
社
を
Ｍ
＆
Ａ
で
譲
り

受
け
す
る
こ
と
も
増
え
て
き

ま
し
た
。「
後
継
者
不
在
の
中

小
企
業
者
」
と
「
創
業
希
望

者
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う

と
て
も
素
晴
ら
し
い
図
式
な

の
で
す
が
、
個
人
だ
か
ら
こ

そ
の
リ
ス
ク
や
難
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
あ
っ
た
失

敗
事
例
を
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。失

敗
そ
の
１

言
い
値
で

買
っ
て
し
ま
う

会
社
や
事
業
は
、
評
価
す

る
の
が
非
常
に
難
し
い
で

す
。適
正
価
格
を
精
査
せ
ず
、

友
人
の
小
売
業
を
言
い
値
で

買
っ
て
し
ま
い
後
悔
し
た
Ａ

さ
ん
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
利
益
は
出
ず
、
資
金
回

収
は
ほ
ぼ
不
可
能
。
結
局
、

泣
く
泣
く
半
値
以
下
で
第
三

者
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

失
敗
そ
の
２

業
界
の
調

査
を
せ
ず
見
切
り
発
車

「
儲
か
っ
て
い
れ
ば
ど
ん

な
会
社
で
も
構
わ
な
い
」
と

全
く
知
見
の
な
い
会
社
を
譲

り
受
け
た
Ｂ
さ
ん
。
社
歴
の

あ
る
会
社
の
譲
り
受
け
に
心

は
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
会
社
の
属
す
る
業

界
は
非
常
に
旧
態
依
然
と
し

た
体
質
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
、
愕
然
と
し
ま
す
。
長
年

の
業
界
慣
習
は
Ｂ
さ
ん
の
前

に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
Ｂ
さ
ん

は
、
Ｍ
＆
Ａ
を
し
た
こ
と
を

後
悔
し
始
め
て
い
ま
す
。

失
敗
そ
の
３

株
式
買
い

取
り
資
金
が
調
達
で
き
な
い

「
か
な
り
の
貯
蓄
が
あ
る

の
で
、
資
金
的
に
全
く
問
題

あ
り
ま
せ
ん
」。株
式
購
入
資

金
に
つ
い
て
自
信
満
々
の
Ｃ

さ
ん
。
間
も
な
く
Ｍ
＆
Ａ
で

長
年
勤
め
た
企
業
と
同
業
の

建
設
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
と
な

る
予
定
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

基
本
合
意
契
約
書
の
調
印
当

日
に
「
お
支
払
い
す
る
株
の

お
金
で
す
が
、
子
ど
も
の
教

育
資
金
に
必
要
と
嫁
さ
ん
か

ら
反
対
さ
れ
ま
し
て
…
…
借

り
入
れ
す
る
の
も
家
族
に
反

対
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
…

…
」
と
譲
り
受
け
が
難
し
い

こ
と
を
平
謝
り
で
吐
露
さ
れ

ま
し
た
。
長
期
に
渡
っ
た
交

渉
は
水
の
泡
と
い
う
結
末

に
。会

社
の
価
値
評
価
、
業
界

動
向
調
査
、資
金
調
達
な
ど
、

後
悔
し
な
い
Ｍ
＆
Ａ
の
た
め

の
準
備
は
様
々
で
す
。
専
門

家
、
支
援
機
関
な
ど
の
力
も

借
り
て
一
つ
一
つ
備
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

「
よ
い
品
を
ど
ん
ど
ん
安
く
」
価
格

決
定
権
を
消
費
者
へ

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

組
織
へ
〜
経
営
者
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
実
践
ゼ
ミ
」（
全

３
回
）
を
開
く
。

企
業
が
持
続
的
に
成
長
す
る
に
は
、
経
営
者
自
ら
が
先

頭
に
立
ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
組
織
を
築
く

こ
と
が
重
要
。

ハ
マ
キ
ャ
ス
ト
の
濱
中
陽
子
代
表
取
締
役
、
東
海
バ
ネ

工
業
の
夏
目
直
一
社
長
、
リ
ゲ
ッ
タ
の
高
本
泰
朗
社
長
に

よ
る
組
織
づ
く
り
の
講
話
と
参
加
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
情

報
交
換
で
構
成
。
参
加
者
は
自
社
で
の
取
り
組
み
や
そ
の

課
題
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
ア
ク
シ

ョ
ン
に
つ
な
げ
る
。
各
回
の
間
に
は
実
践
を
進
め
、
社
員

の
反
応
や
手
応
え
な
ど
の
状
況
か
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
。
１０
月
２３
日
、
１１
月
１４
日
、
１２
月

９
日
、
い
ず
れ
も
午
後
３
〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担
当
�
６
９

４
４
・
６
４
９
９

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
１１
月
５
日
、
現
在
開
催

中
の
五
代
友
厚
没
後
１
４
０
年
特
別
展
示
「
五
代
友
厚
と

歩
ん
だ
大
阪
」（
会
期
�
１１
月
２１
日
ま
で
）の
関
連
講
演
会

を
開
く
。

激
動
の
明
治
時
代
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
近
代
大
阪
発
展
の
礎
を
築
い
た
五
代
友
厚
の
多
彩
な

事
績
や
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
五
代
友
厚
の
伝
記
を

記
し
た
日
本
経
営
史
研
究
所
の
田
付
茉
莉
子

理
事
が
語
る
。
午
後
２
時
〜
３
時
１０
分
、
大

阪
産
業
創
造
館
で
（
大
阪
市
中
央
区
）。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月
１１
日
、
外
国
人
留
学
生
の
採

用
を
希
望
す
る
中
小
企
業
向
け
に「【
学
校
×
企
業
】外
国

人
留
学
生
採
用
の
た
め
の
情
報
交
換
会
」
を
開
く
。

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の

観
点
か
ら
、留
学
生
採
用
を
進
め
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。

専
門
学
校
・
大
学
計
１２
校
が
出
展
し
、
参
加
企
業
は
最
大

４
校
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
担
当
者
と
１５
分
単
位
で
面
談

が
可
能
。
２
０
２
６
、
２７
卒
学
生
の
情
報
交
換
や
学
内
説

明
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
な
ど
、
留
学
生
採
用
に
関

す
る
情
報
収
集
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
機
会
と
な
る
。

大
阪
府
な
ど
の
行
政
機
関
も
出
展
し
、
個

別
相
談
も
あ
る
。
午
後
２
〜
５
時
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担
当
�
６
９

４
４
・
６
４
９
９

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
１１
月
１４
日
、講
演
会「
歴

史
を
つ
な
ぎ
、
未
来
を
創
る

南
海
電
鉄
創
業
１
４
０
周

年
」
を
開
く
。

南
海
電
気
鉄
道
は
純
民
間
資
本
に
よ
る
最
古
の
鉄
道
会

社
と
し
て
、
１
８
８
５
年
の
創
業
以
来
、
鉄
道
事
業
を
中

核
に
地
域
と
共
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
２
０
３
１
年
に

予
定
さ
れ
る
「
な
に
わ
筋
線
」
開
業
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

広
域
的
な
観
光
拠
点
の
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。
同
社
総
務

広
報
部
の
園
口
勇
一
課
長
補
佐
が
、
同
社
の
歴
史
と
今
後

の
事
業
展
開
を
語
る
。
午
後
３
時
〜
４
時
１５

分
、
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４

・
７
６
０
１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
１１
月
２７
日
、
関
西
国
際

空
港
開
港
３０
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
大
阪
・
関
西
万

博
に
向
け
て
提
供
さ
れ
て
き
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
サ
ー

ビ
ス
向
上
策
や
万
博
閉
幕
後
に
描
く
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
の

事
業
戦
略
の
一
端
な
ど
を
紹
介
。
講
師
は
関
西
エ
ア
ポ
ー

ト
広
域
連
携
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
木
村
絵
里
氏
。

関
西
国
際
空
港
の
歴
史
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
展
示
（
１１

月
２６
日
〜
１２
月
５
日
）
も
行
う
。
セ
ミ
ナ
ー

は
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
、
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・
７
６
０
１

表 タイの電気自動車（乗用車のみ）の新規登録台数

２０２５年１～６月

前年同期比

５２．０

０．０

１３１．３

２２．７

（出所）タイ電気自動車境界（EVAT）

５６，９７３

７１，６１３

１１，３２４

１３９，９１０

２０２４年

前年比

△８．１

４９．９

△１９．９

１９．５

６９，９７８

１２６，６４６

９，３７２

２０５，９９６

２０２３年

前年比

６８９．５

３２．９

３．３

１０３．８

７６，１４４

８４，４７６

１１，７０３

１７２，３２３

BEV

HEV

PHEV

計

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
組
織
づ
く
り

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアセセセセセセセセセセセセセセセセセセセアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンのののののののののののののののののののトトトトトトトトトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドアアアアアアアアアアアアアアアアアアアセセセセセセセセセセセセセセセセセセセアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンのののののののののののののののののののトトトトトトトトトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののののののののののののののののトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
イノベーションの宝庫

第
４
章

個人が事業を譲受する際は慎重に

�４�

特
別
展
示�
五
代
友
厚
と
歩
ん
だ
大
阪
�関
連
講
演
会

▼センター
のＨＰ

外
国
人
留
学
生
採
用
の
た
め
の
情
報
交
換
会

第
一
次
世
界
大
戦
は
石
炭
と
鉄
の
取
り
合
い
で
始
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦

は
石
油
の
奪
い
合
い
で
勃
発
し
た
。
流
通
が
機
能
し
、
世
界
中
に
食
料
や
資

源
が
行
き
渡
れ
ば
、
人
が
殺
し
合
い
、
物
を
取
り
合
う
こ
と
は
な
く
な
る
。

な
か
う
ち

い
さ
お

中
内

㓛
（
１
９
２
２
〜
２
０
０
５
）

株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー

�８２�

南
海
電
鉄
１４０
周
年

歴
史
と
未
来
を
語
る

�
従
業
員
の
発
明
�の
扱
い
適
切
に

�４�

関
空
開
港
３０
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と
パ
ネ
ル
展
示

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

調
査
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
課

課
長
代
理

田
口

裕
介

タイのＥＶ動向と日系企業の巻き返し戦略タ イ

特許法

私私のの事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡ。。悔悔ややままなないいたためめののイイロロハハととはは？？

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

個
人
で
会
社
を
買
う
時
代

の
失
敗
例

（４）２０２５年（令和７年）１０月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８５
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成功事例成功事例成功事例
https://www.b-mall.ne.jp/

大
阪
公
立
大
学
の
森
之
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
記
念
式
典

が
９
月
２４
日
、
開
か
れ
、
大

阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾

会
頭
、
大
阪
府
の
吉
村
洋
文

知
事
、
大
阪
市
の
横
山
英
幸

市
長
ら
が
参
列
し
た
。

森
之
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

約
六
千
人
の
学
生
ら
が
集
う

学
び
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も

に
、
産
学
連
携
の
場
、
ま
た

「
地
域
と
共
生
す
る
次
世
代

型
都
心
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し

て
、
大
阪
城
東
部
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
先
導
役
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

祝
辞
を
述
べ
た
鳥
井
会
頭

は
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
大
阪

都
心
の
東
西
軸
の
東
の
拠
点

に
誕
生
し
た
こ
と
を
歓
迎

し
、「
大
阪
か
ら
世
界
へ
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
ま
た
大

阪
公
立
大
学
と
大
商
の
創
設

者
が
同
じ
五
代
友
厚
で
あ
る

こ
と
や
、
包
括
連
携
協
定
の

締
結
な
ど
を
紹
介
。「
経
済
・

産
業
と
学
問
・
文
化
が
両
輪

と
な
っ
て
、
次
の
時
代
の
大

阪
、
日
本
、
そ
し
て
世
界
を

担
う
若
い
人
材
が
育
ま
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー

マ
ウ
ィ
ー
ク
と
連
動
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９
月
２７
日
、

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
で
開

か
れ
た
。
こ
れ
は
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
傘
下
の
団
体

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ェ
イ
パ

ー
ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
阪

ハ
ブ
」
が
立
ち
上
げ
た
「
シ

ェ
イ
プ
・
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド

・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｓ
Ｎ
Ｗ

Ｉ
）」
が
主
催
す
る
も
の
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
０

２
４
年
か
ら
テ
ー
マ
ウ
ィ
ー

ク
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
を

支
援
。
事
前
の
調
査
研
究
と

し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
の
有
識

者
会
議
を
開
催
。

第
１９
回
と
な
る
「
ビ
ッ
グ

・
デ
ー
タ
と
生
物
多
様
性
〜

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

達
成
に
向
け
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ

め
と
す
る
最
新
の
情
報
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
は
２
０
５
０
年
ま

で
に
ど
う
活
用
さ
れ
発
展
す

べ
き
か
〜
」
で
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
大
商
の
本
荘
武
宏
副

会
頭
は
「
生
物
多
様
性
に
関

す
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
地
球

の
未
来
に
ど
う
活
用
す
べ
き

か
、
若
い
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

と
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

全
国
の
商
工
会
議
所
・
商

工
会
会
員
限
定
の
商
取
引
支

援
サ
イ
ト
「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ル
」（
運
営
事
務
局
�
大

阪
商
工
会
議
所
）
に
お
け
る

「
会
社
Ｐ
Ｒ
掲
載
」
機
能
を

活
か
し
て
、
実
際
に
取
引
が

始
ま
っ
た
成
約
事
例
を
取
り

上
げ
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

１２
日
、
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭

観
覧
と
岸
和
田
城
な
ど
を
巡

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
モ

デ
ル
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

こ
れ
は
大
商
が
取
り
組
む
グ

レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
活
性
化
事

業
の
一
環
と
し
て
、
岸
和
田

商
工
会
議
所
や
岸
和
田
市
な

ど
と
連
携
し
て
初
め
て
実
施

し
た
も
の
（
写
真
）。

外
国
人
の
視
点
で
大
阪
府

南
部
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た

発
信
に
よ
り
周
遊
観
光
を
促

す
こ
と
が
目
的
。
在
大
阪
タ

イ
副
総
領
事
、
英
国
万
博
政

府
代
表
や
万
博
マ
ル
タ
パ
ビ

リ
オ
ン
館
長
、
大
韓
貿
易
投

資
振
興
公
社
館
長
ら
が
参
加

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
関
空
か

ら
３０
分
で
文
化
伝
統
が
楽
し

め
る
地
域
が
あ
る
の
は
知
ら

な
か
っ
た
」「
帰
国
日
に
立
ち

寄
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
発
信
し
て
は
」「
豊
か
な
地

元
食
材
で
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向

け
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て

は
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。

年
度
内
に
３
回
程
度
実
施

し
、
参
加
者
の
意
見
も
踏
ま

え
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
の
観

光
ツ
ア
ー
の
実
装
化
を
目
指

す
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
会
員
の

花
菜
は
、
花
束
や
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
バ
ル
ー
ン
フ
ラ
ワ

ー
な
ど
幅
広
い
商
品
を
手
掛

け
る
生
花
店
。

昨
年
６
月
に
店
舗
を
移
転

し
た
こ
と
を
機
に
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
制
作
を
は
じ
め
販

路
開
拓
に
注
力
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
大
商
の
職
員
か
ら
店

舗
の
Ｐ
Ｒ
や
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
に

活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
の
紹

介
を
受
け
、
入
会
と
同
サ
イ

ト
の
利
用
を
決
め
た
。
ザ
・

ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
に
お
い
て

は
、
同
店
の
情
報
を
掲
載
で

き
る
「
会
社
Ｐ
Ｒ
掲
載
」
機

能
を
中
心
に
使
用
し
て
お

り
、
多
種
多
様
な
商
品
情
報

や
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
リ
ン
ク

掲
載
な
ど
、
積
極
的
に
店
舗

の
広
報
に
つ
な
げ
て
い
る
。

今
回
の
案
件
で
は
、
ザ
・

ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
に
お
け
る

「
会
社
Ｐ
Ｒ
掲
載
」
を
通
じ

て
、
札
幌
在
住
の
方
か
ら
ス

ペ
イ
ン
バ
ル
の
周
年
記
念
に

向
け
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
制
作
の
依
頼
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
、
翌
日
に
は
支

払
い
の
受
領
も
完
了
し
た
。

「
今
回
は
遠
方
か
ら
の
依

頼
で
し
た
が
、
ザ
・
ビ
ジ
ネ

ス
モ
ー
ル
を
通
じ
て
依
頼
を

受
け
た
後
ス
ム
ー
ズ
に
お
話

が
進
み
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
旗

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
仕
上
げ

た
と
こ
ろ
、
大
変
お
喜
び
い

た
だ
け
ま
し
た
」「
ザ
・
ビ
ジ

ネ
ス
モ
ー
ル
の
操
作
方
法
は

難
し
く
な
く
扱
い
や
す
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
日
々
季
節

に
合
っ
た
商
品
情
報
に
更
新

す
る
な
ど
、
掲
載
内
容
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
」「
店
舗

の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
電

話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
が
増

え
る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
広
報
の
効
果
を
実
感
し
て

い
ま
す
」

記念式典で祝辞を述べる
大商の鳥井信吾会頭�９
月２４日、大阪市城東区

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
開

業
前
や
開
業
間
も
な
い
方
を

対
象
と
し
た
「
大
商
開
業
ス

ク
ー
ル
」
を
８
月
２３
日
か
ら

計
５
回
開
き
、
３２
人
が
受
講

し
た
。

受
講
生
は
創
業
ノ
ウ
ハ
ウ

の
全
般
を
学
び
、
自
身
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
練
り
上

げ
、
発
表
。
４
回
目
の
９
月

１３
日
に
は
、
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
問
し
、
先

輩
企
業
家
た
ち
の
英
知
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
見
聞
し
た

（
写
真
）。

受
講
者
か
ら
は
「
失
敗
か

ら
の
反
骨
精
神
が
勉
強
に
な

っ
た
」「
大
阪
に
起
業
家
が
出

て
き
た
背
景
と
そ
の
後
、
ど

う
躍
進
し
て
い
っ
た
の
か
知

る
き
っ
か
け
と
な
り
刺
激
を

受
け
た
」「
他
の
起
業
家
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
聞
い
て
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ

た
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

今
後
は
優
秀
な
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
大
阪
府
内
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
推
薦
し
、
資
金
調

達
や
販
路
開
拓
な
ど
課
題
解

決
に
向
け
て
個
別
相
談
で
支

援
を
行
う
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

あいさつに立つ大
商の本荘武宏副会
頭�９月２７日、万
博会場

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

１
９
９
８
年
に
入
社
後
、
業
務
刷
新
を

け
ん
引
し
、
課
長
、
部
長
と
キ
ャ
リ
ア
を

重
ね
た
。
２１
年
に
は
新
規
事
業
領
域
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
部
門
を
率
い
、
糖
尿
病
な
ど
の

予
防
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
血
糖

セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
「
血
糖
変

動
チ
ェ
ッ
ク
プ
ラ
ン
」
を
開
発
。
生
命
保

険
会
社
と
し
て
は
前
例
の
な
い
医
療
機
器

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
日
本
生
命
病

院
の
協
力
の
も
と
実
現
さ
せ
た
。
数
値
を

可
視
化
す
る
こ
と
で
利
用
者
が
健
康
リ
ス

ク
に
気
づ
き
、
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
仕

組
み
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
０
超

の
企
業
・
自
治
体
で
導
入
さ
れ
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
専
門
部
長
と

し
て
、
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の

「
人
生
ゲ
ー
ムR

EB
O
R
N
in２０５０

」

の
企
画
を
担
当
。大
迫
力
の
映
像
空
間
で
、

最
先
端
医
療
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が
浸
透
し
た

２
０
５
０
年
を
舞
台
に
し
た
人
生
ゲ
ー
ム

を
体
験
す
る
も
の
。
ゲ
ー
ム
内
で
は
、
自

分
の
い
の
ち
や
健
康
に
関
わ
る
選
択
を
し

な
が
ら
、
随
所
で
ほ
か
の
参
加
者
と
助
け

合
う
局
面
が
あ
る
。「
今
も
未
来
も
変
わ
ら

な
い
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
い

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
浦
中
さ
ん
の
狙

い
が
見
事
に
実
現
し
た
。

２４
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
賞
受
賞
。「
万
博

の
レ
ガ
シ
ー
を
残
し
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
大
阪
の

実
現
に
貢
献
し
た
い
」と
展
望
を
語
っ
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

２０
日
、「
ど
っ
す
ご
い
�
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
大
阪
・
関
西
万
博
場

所
」
を
大
阪
・
関
西
万
博
会

場
内
で
開
い
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
中

小
企
業
４
社
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
紙
相
撲
に
挑
む

「
横
綱
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
４
「
質
の

高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
に

取
り
組
む
安
積
濾
紙
が
優

勝
。来

場
者
同
士
が
紙
相
撲
で

勝
負
す
る
「
ど
っ
す
ご
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
に
は
、
約
７０
人

が
参
加
し
、
ス
テ
ー
ジ
上
で

日
頃
意
識
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
つ
い
て
発
表
し
た
後
、

紙
相
撲
対
決
に
挑
戦
し
た
。

中
小
企
業
と
来
場
者
が
一

体
と
な
り
、
共
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

全国の商工会議所・商工会の会員
限定で利用できる、日本最大級の商
取引サイト「ザ・ビジネスモール」
におけるＰＲサービス。業務概要か
ら商品・サービスの情報、保有する
設備にいたるまで掲載でき、「簡易Ｈ
Ｐ」として利用できる。また、掲載
した情報は各種検索サイトで上位に
表示されやすくなっており、ＳＥＯ
対策としても活用が可能。
問合せ ザ・ビジネスモール事務局

�０５０・７１０５・６２２０

（
左
か
ら
）「
横
綱
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
参
加
す
る
山
形
開
発
工
業
、

栄
紙
業
、
コ
コ
ウ
ェ
ル
、
安
積

濾
紙
の
代
表
者
と
、
行
事
を
務

め
た
マ
ツ
ダ
紙
工
業
の
松
田
和

人
社
長
�
９
月
２０
日
、
大
阪
・

関
西
万
博
内

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１８
日
、
大
阪
大
学
大
学
院
基

礎
工
学
研
究
科
、
生
産
技
術

振
興
協
会
と
と
も
に
「
第
４０

回
大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工

学
研
究
科
産
学
交
流
会
」
を

開
催
す
る
。

「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
」を
テ
ー
マ
に
、

大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学

研
究
科
の
教
授
陣
ら
が
最
新

の
研
究
内
容
を
説
明
。医
療
、

教
育
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
分
野
で
の
活
用
事

例
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
そ

れ
ら
研
究
内
容
の
社
会
実

装
、
さ
ら
に
は
企
業
の
「
お

困
り
ご
と
」
を
解
決
す
る
具

体
的
な
手
段
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
解
説
す
る
。
午
後

１
時
３０
分
〜
５
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
公
立
大
森
之
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

鳥
井
会
頭
が

エ
ー
ル
送
る�
大
阪
か
ら
世
界
へ
�

＜７１＞

女性リーダーたち

�万博テーマウィーク�連動シンポ

本荘副会頭があいさつ

活躍する

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
深
化
に

万
博
で
紙
相
撲
対
決

大
阪
の
周
遊
観
光
促
進
へ

岸
和
田
で
モ
デ
ル
ツ
ア
ー

�
大
商
開
業
ス
ク
ー
ル
�に
３２
人

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表

Ａ
Ｉ
な
ど
の
活
用

テ
ー
マ
に
交
流
会

阪
大
か
ら
最
新
研
究
内
容

遠方からの受注にも効果

�１３�

what’s 会社ＰＲ

▼詳細は
こちら

日本生命保険
大阪・関西万博推進部兼ヘルスケア事業部 専門部長

浦中 麻由良 さん

万
博
で�
人
生
ゲ
ー
ム
�企
画

「スペインバルの周年記念に向けた
フラワーアレンジメントの制作」

売り手 花菜（大阪商工会議所会員）

２０２５年７月５日商談成立・受注

２０２５年（令和７年）１０月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８５（５）
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「
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
Ｍ
ｏ
ｒ
ｎ

ｉ
ｎ
ｇ
〜
商
店
街
で
朝
食
を

〜
」
は
、
従
来
、
あ
ま
り
利

用
が
な
い
「
商
店
街
の
朝
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
万
博
に
併
せ
て

大
阪
を
訪
れ
る
観
光
客
、
特

に
朝
食
が
提
供
さ
れ
て
い
な

い
民
泊
施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
宿
泊
者
の
利
用
を
想

定
し
て
い
る
。
商
店
街
に
あ

る
朝
食
提
供
店
舗
の
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
朝
か
ら

商
店
街
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
狙
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
現

在
７０
店
舗
以
上
を
掲
載
し
て

い
る
。
同
ペ
ー
ジ
内
に
日
本

語
と
英
語
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ

プ
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
各
掲
載
店
舗
の
紹

介
も
実
施
し
て
い
る
。
秋
か

ら
は
民
泊
施
設
で
店
舗
紹
介

冊
子
を
配
布
す

る
予
定
。

商
店
街
の
喫

茶
店
で
提
供
さ

れ
て
い
る
モ
ー

ニ
ン
グ
は
、
そ

の
店
舗
ご
と
の

こ
だ
わ
り
が
あ

る
。
ま
た
、
モ

ー
ニ
ン
グ
を
利

用
し
て
い
る
の

は
地
元
の
「
常

連
」
の
皆
さ
ん

で
、
飾
り
気
の

な
い
地
域
の
姿
を
体
感
で
き

る
点
も
大
き
な
魅
力
だ
。

例
え
ば
、
昔
懐
か
し
い
雰

囲
気
が
残
る
神
路
一
番
街
商

店
街
（
東
成
区
）
の
喫
茶
店

「gruppo

（
グ
ル
ッ
ポ
）
」

も
掲
載
店
舗
の
ひ
と
つ
。
店

主
の
池
田
美
和
子
さ
ん
は

「
お
店
は
地
域
の
皆
様
の
憩

い
の
場
で
、
日
々
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
海
外
か
ら

の
観
光
客
の
方
々
に
も
、
入

れ
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
と
こ
の

温
か
い
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
一
日
の
活
力
に

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

ま
た
、
商
店
街
で
楽
し
め

る
朝
食
は
喫
茶
店
で
の
モ
ー

ニ
ン
グ
だ
け
で
は
な
い
。
朝

か
ら
ワ
イ
ン
な
ど
ア
ル
コ
ー

ル
を
提
供
す
る
和
食
料
理
店

「
に
こ
み
た
び
」
や
、
午
前

７
時
か
ら
う
ど
ん
定
食
を
提

供
す
る
「
松
屋
う
ど
ん
」
な

ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

万
博
効
果
も
あ
り
、
観
光

客
が
増
え
続
け
る
大
阪
だ

が
、
昔
懐
か
し
い
商
店
街
の

朝
に
は
今
も
穏
や
か
な
時
間

が
流
れ
て
い
る
。
観
光
客
は

も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
皆
さ
ん

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
を
開
き
、
身
近

な
喫
茶
店
を
訪
れ
て
の
ん
び

り
と
し
た
朝
を
過
ご
せ
る
機

会
に
な
る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
今
年
４
月
か
ら
、
大
阪
市
商
店
会
総
連
盟
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
連
携
し
、

大
阪
の
商
店
街
の
「
朝
」
を
楽
し
む
事
業
「
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
Ｍ
ｏ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
〜
商
店
街
で
朝
食
を
〜
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
万
博
に
併
せ
て
大
阪
を
訪
れ
る
国
内
外
の
観
光
客
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
店
舗
情

報
を
発
信
、
喫
茶
店
で
の
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
「
朝
の
商
店
街
」
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

何よりもおなかいっぱいになっ
て笑顔で帰ってほしいと語る店
主。５００円のモーニングトーストは
もちろん、ランチのパスタセット
もボリューム満点。地元の方でに
ぎわい、新しさの中にどこか懐か
しさが漂う雰囲気が味わえる。
◆住所：東成区大今里４-４-１２◆
定休日：日曜日◆営業時間：８時
～２１時（月・火は１７時まで、モー
ニングは１０時半まで）

商店街の一角に佇む喫茶店。サ
イフォンで淹れた香り高い珈琲と
ケーキが自慢で、１２時まで楽しめ
るモーニングではサンドイッチを
頂ける。魅力的な店舗がそろう地
下鉄あびこ中央商店街での買い物
の合間にゆったり過ごせる心地よ
い空間。
◆住所：住吉区苅田７-６-２３◆定
休日：水曜日◆営業時間：１０時～
１９時半（モーニングは１２時まで）

「Ｏｓａｋａ Ｍｏｒｎｉｎｇ～商店街で朝食を～」を
記者発表する大商の鳥井信吾会頭�今年３月、大商

私
は
、
商
店
街
は
大
阪
の

宝
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ー
パ

ー
や
量
販
店
に
は
な
い
、
大

阪
独
特
の
ア
ナ
ロ
グ
な
良
さ

を
体
現
し
て
い
ま
す
。
商
店

街
に
行
け
ば
、「
ど
な
い

や
？
」「
さ
っ
ぱ
り
や
」と
い

う
よ
う
な
会
話
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
し
、
店
主
さ
ん
に
こ

だ
わ
り
を
聞
い
て
買
い
物
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
体
感
で
き
る
文
化
遺
産
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
所
で

「
商
い
」
が
行
わ
れ
て
い
る

の
は
、
大
阪
の
パ
ワ
ー
の
源

と
言
え
ま
す
。

今
回
、
そ
ん
な
商
店
街
の

「
朝
」
に
着
目
し
ま
し
た
。

朝
の
商
店
街
は
、
ま
だ
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ
た
店
舗
も

多
い
で
す
が
、
喫
茶
店
の
中

で
は
、
地
元
の
人
が
他
愛
な

い
会
話
を
し
な
が
ら
朝
ご
は

ん
を
楽
し
ん
で
お
り
、
ま
る

で
地
域
の
「
居
間
」
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
商
店
街

内
の
お
得
な「
モ
ー
ニ
ン
グ
」

を
味
わ
い
つ
つ
、
大
阪
な
ら

で
は
の
温
か
な
人
付
き
合
い

を
肌
で
感
じ
、
フ
ァ
ン
に
な

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

朝の玉造の名物を目指して提供
する「玉造カレー」は一日の始ま
りにぴったり。�色玉ねぎのコク
とスパイスが旨さを引き立てま
す。昔懐かしいレトロなクリーム
ソーダと一緒に楽しめる。
◆住所：天王寺区玉造元町３-２２
◆定休日：火・水曜日◆営業時
間：８時ごろ～２０時、モーニング
は１１時まで

市場で仕入れた季節の魚と国産
野菜をたっぷり使った和朝食。炭
火焼きのお魚、ごはん、みそ汁、
茶わん蒸しと小鉢５品で１８００円と
大満足。「非日常の朝ごはんで心と
体が元気になれば」が店主の想い。
◆住所：福島区吉野２-１１-１５◆定
休日：月曜日◆営業時間：（朝ご
はん）６時半～１０時、（ランチ）１２
時半～１６時ごろ
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Osaka Morning～商店街で朝食を～
大
阪
で
味
わ
う

�
朝
��
食
��
商
店
街
�の
魅
力

�大阪の商店街のファンに�

会頭 鳥井 信吾
大阪商工会議所

パインローズ

大阪市内で朝食を楽しめるお店

グルッポ

トロイカ＆リビエラにこみたび
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